
　
以
上
の
よ
う
に
木
文
解
説
は
多
方
面
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
須
恵
器
の
実
像
を
描
く
こ
と

を
意
図
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
須
恵

器
は
編
年
を
軸
に
し
て
研
究
が
大
変
、
進
ん
で
い

る
分
野
で
あ
る
。
ま
た
生
産
鮭
や
消
費
肚
（
古
墳
・

集
落
）
の
資
料
も
膨
大
な
量
に
達
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
老
骨
史
と
資
料
を
踏
ま
え
て
上
梓
さ
れ

た
本
書
は
、
須
恵
器
研
究
を
専
門
と
す
る
者
に
と

っ
て
も
、
門
外
の
者
に
と
っ
て
も
大
い
に
有
益
な

も
の
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
（
A
四
判
　
七
七
頁
　
一
九
七
九
年
七
月

　
　
　
　
講
談
社
　
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
都
隆
夫
　
京
都
大
学
助
手
）

　　ジ
河小　ヤ

工近ホ
　　　1二五
　　　ク
則英ス
子薄命
共
訳

『
古
代
文
明
史
』
1

　
原
盤
偵
は
、
J
・
H
・
プ
ラ
ム
監
修
、
シ
リ
ー
ズ

『
人
類
社
会
史
』
中
の
一
巻
、
冒
。
ρ
償
Φ
算
9
国
ρ
手

張
①
q
◎
　
　
6
財
①
　
聞
貯
ω
け
　
O
目
O
騨
汁
　
○
陣
く
旨
に
即
急
O
ロ
ω
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℃

鵠
葺
。
艮
p
ω
o
⇒
曾
○
○
‘
び
。
注
。
⇔
り
お
『
ω
．
両
論
・

ナ
イ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
三
河
川
流
域
文
閉
の
一
般
向

け
歴
史
概
説
書
で
あ
る
。
著
者
ジ
ャ
ケ
ッ
タ
・
ホ

ー
ク
ス
は
、
英
国
政
府
・
ユ
ネ
ス
コ
等
の
文
化
財

行
政
官
、
英
国
考
古
学
振
興
会
副
総
裁
、
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
客
員
教
授
等
を
務
め
た
考
古
学
者
で
あ

り
、
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
等
の
通
外
外
で
も
あ

る
。　

」
・
H
・
プ
ラ
ム
の
序
に
拠
る
と
1
歴
史
に

於
け
る
「
進
歩
」
の
法
則
が
揺
ら
い
で
以
後
、
専

門
家
は
専
門
分
野
の
微
視
的
分
析
を
事
と
す
る
の

が
一
般
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
専
門
的
知

識
と
大
衆
を
対
象
と
し
た
歴
史
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は

広
が
る
一
方
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
、
専

門
家
に
よ
る
通
史
的
な
歴
史
叙
述
を
も
っ
て
現
状

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
一
と
い
う
意
図
を
も
、

っ
て
、
シ
リ
ー
ズ
『
人
類
社
会
史
』
は
編
纂
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
原
書
は
、
三
河
川
文
明
の
興
起
と
都
市
生
活
の

生
成
過
程
、
薬
園
流
域
に
於
け
る
諸
王
朝
の
興
亡

と
そ
の
社
会
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
史
、
ナ
イ
ル
流
域

の
王
朝
歴
史
と
社
会
、
を
七
部
構
成
で
叙
述
し
て

い
る
が
、
本
書
は
そ
の
前
半
四
部
、
単
記
流
域
の

文
明
史
ま
で
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
・
二
部
で
は
、
文
明
の
指
標
に
関
す
る
二
つ

の
見
解
を
考
察
し
た
後
、
基
礎
作
業
と
し
て
気

候
・
地
理
条
件
を
述
べ
、
つ
い
で
各
文
明
の
始
ま

り
か
ら
都
市
生
活
へ
の
行
程
を
辿
る
中
で
、
そ
の

文
明
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
提
示
し
て

い
る
。

　
三
・
四
部
は
両
澗
流
域
禰
別
篇
で
、
ま
ず
第
三

部
で
初
期
王
朝
期
か
ら
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
崩
壊
に

至
る
政
治
史
を
述
べ
て
枠
組
と
し
た
後
、
第
四
部

で
具
体
的
に
社
会
状
況
一
1
衣
食
住
か
ら
諸
制
度
、

宗
教
、
美
術
等
諸
般
一
l
－
を
横
断
面
で
把
え
て
詳

述
し
て
い
る
。
第
四
部
は
本
書
の
最
も
力
点
を
麗

く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
が
本
書
の
簡
単
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る

が
、
本
書
の
何
よ
り
も
の
特
色
は
、
今
日
ま
で
に

専
門
家
に
よ
っ
て
分
析
・
実
証
さ
れ
た
様
々
の
局

部
的
研
究
成
果
を
実
に
多
く
駆
使
し
、
評
釈
を
加

え
な
が
ら
整
合
し
て
ス
ト
ー
り
一
・
テ
リ
ン
グ
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
創
見
の
見
ら
れ
な
い
恨
み
は

あ
る
が
、
概
説
書
と
い
う
性
格
上
、
又
歴
史
学
専

門
家
で
は
な
い
著
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
、
望
蜀

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
細
か
な
点
で
は
多

少
疑
問
の
箇
所
が
無
い
訳
で
は
な
い
が
、
管
見
の

及
ぶ
限
り
で
は
大
き
な
誤
認
は
な
く
、
　
一
般
向
け

概
説
書
と
し
て
ゆ
き
届
い
た
作
で
あ
る
。
読
者
は

本
書
を
読
む
事
に
よ
り
、
た
く
ま
ず
し
て
専
門
家

の
研
究
成
果
を
手
軽
に
知
る
事
が
出
来
よ
う
。
こ

の
事
こ
そ
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
編
纂
の
意
図
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
煮
て
、
本
警
は
首
尾
｝

貫
し
た
意
義
有
る
も
の
で
あ
る
。

114 （772）



介紹

　
原
文
の
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
翻
字
は
一
貫
性
に
欠

け
る
点
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
訳
文
は
、

ほ
ぼ
慣
用
に
従
っ
た
用
語
で
ト
ン
ー
ス
さ
れ
、
必

要
に
応
じ
て
訳
者
の
補
注
を
付
け
る
等
、
親
切
で

読
み
易
い
日
本
語
で
あ
る
。
た
だ
多
少
不
正
確
な

箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、
九
四
頁
　
…
…
ウ
ル
ク

の
名
は
『
王
重
美
』
の
中
に
は
み
あ
た
ら
な
い
↓

大
洪
水
以
前
の
諸
王
の
都
市
の
中
に
は
み
あ
た
ら

な
い
（
現
実
に
は
ウ
ル
ク
の
名
は
潮
瀬
表
の
中
に

記
載
さ
れ
て
い
る
）
、
九
五
頁
　
…
…
そ
の
う
ち

最
も
重
要
な
の
は
、
ウ
ル
の
王
墓
で
発
見
さ
れ

た
ウ
ル
の
支
配
者
た
ち
の
名
前
で
あ
る
。
彼
等
は

『
王
名
表
』
に
あ
る
ウ
ル
の
第
一
王
朝
以
前
に
即

位
し
、
ラ
ガ
シ
ュ
に
次
々
と
立
っ
た
七
人
の
王
で

あ
る
が
、
そ
の
名
は
『
王
名
表
』
の
リ
ス
ト
か
ら

は
全
く
晃
逃
が
さ
れ
て
い
る
↓
（
王
墓
で
発
見
さ

れ
た
ウ
ル
の
支
配
者
達
と
ラ
ガ
シ
ュ
の
七
人
の
王

は
別
人
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
関
係
代
名
詞
の
と

り
違
い
で
、
誤
訳
）
、
＝
一
九
頁
　
…
…
ラ
ガ
シ
ュ

の
一
地
方
長
官
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
↓
支
配
者
に

よ
っ
て
（
原
文
σ
q
◎
〈
①
巨
o
H
、
当
該
者
は
都
市
国

家
ラ
ガ
シ
ェ
の
エ
ソ
シ
で
あ
る
）
、
二
〇
五
頁
エ
ソ

皿
シ
↓
エ
ソ
シ
（
こ
の
文
脈
で
は
原
文
。
屋
一
に

あ
え
て
1
1
を
補
わ
な
い
方
が
良
い
と
思
う
）
等
。

ニ
ゲ
ン
ナ
（
ニ
グ
エ
ソ
ナ
）
、
オ
ッ
ト
ー
・
エ
ザ
ー

ド
（
オ
ッ
ト
ー
・
エ
ッ
ツ
ア
ル
ト
）
等
、
原
口
開
や

人
名
・
地
名
の
表
記
は
扱
い
の
む
つ
か
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
と
ま
れ
、
我
国
で
は
古
代
文
明
史
に
関
し
て
こ

の
よ
う
な
視
角
で
著
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
一
般

向
け
概
説
書
は
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
か
ら
、
少

し
で
も
多
く
の
方
が
気
軽
に
読
ま
れ
る
事
を
希
望

す
る
。
な
お
、
後
半
部
は
来
年
翻
訳
出
版
の
予
定

だ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
（
A
5
版
　
一
二
三
〇
頁
　
一
九
七
八
年
九
月

　
　
　
み
す
ず
書
房
　
一
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
大
江
節
子
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　
受
贈
図
書

　
（
一
九
七
九
年
四
月
一
六
日
～
六
月
五
日
）

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
）

　
一
二

忠
敬
堂
古
地
図
目
録
（
8
財
①
d
巳
く
①
邑
¢
9
≦
一

　
℃
H
Φ
。
。
・
。
）
　
一
八

人
文
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
八
一
－
四

日
本
海
文
化
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
日
本
海
文
化

　
研
究
室
）
　
六

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
所
）
　
一
〇
一
四

津
田
塾
大
学
紀
要
（
津
田
塾
大
学
）
　
一
一

韓
国
史
研
究
彙
報
（
ソ
ウ
ル
国
史
編
纂
委
員
会
）

　
二
三

皇
学
館
大
学
紀
要
（
皇
学
館
大
学
）
　
一
七

岐
阜
史
学
（
岐
阜
史
学
会
）
　
六
九

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
内
神
道
史
学
会
）

　
二
六
1
四

文
化
学
年
報
（
同
志
社
大
学
文
化
学
会
）
　
二
八

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
三
四

国
際
関
係
学
研
究
（
津
田
塾
大
学
）
　
五

九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
（
九
州
大
学
九
州
文
化

　
史
研
究
施
設
）
　
二
四

唐
律
疏
議
索
引
、
尼
前
考
索
引
（
中
谷
英
雄
編
）

　
一
五

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
（
東
京
商
船
大
学
）

　
二
九

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）

　
一
六

逐
次
刊
行
物
目
録
（
国
立
国
会
図
書
館
）

　
五
一
年
度

龍
野
市
史
（
龍
野
市
役
所
緊
緊
編
集
係
）
　
一

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
）
　
四
二

尻
族
学
研
究
所
紀
要
（
成
城
大
学
民
族
学
研
究

　
所
）
　
三

論
集
（
福
島
大
学
教
育
学
部
）
　
三
〇
1
一

人
文
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
　
＝
一
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